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安全上のご注意 

本書は使用者に注意していただきたい箇所に以下の表示をしています。 

これらの記号の箇所は必ずお読みいただき、内容をよく理解した上で本文をお読みください。 

この「安全にお使いいただくためのご注意」には、購入された製品に含まれないものも記載されています。 

 

■この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただくために、次のマークを使用して説明しています。 

危険
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

警告
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を 

負う可能性が想定される内容を示しています。 

注意
 

この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を負う可能性が想定 

される内容、および物的損害のみ発生が想定される内容を示しています。 

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。 

 
この表示はしてはいけません「禁止」を示しています。 

 
この表示は必ず実行していただきたい「強制」を示しています。 

 
この表示は一般的な「注意」を示しています。 

■本機で使用している記号について説明します。 

 
本体にこの記号がついている部分は感電の可能性が想定されることを示しています。 

 

電源プラグをコンセントから抜く。 
 ■異常なにおいや音がする ■煙が出る ■内部に水や異物が混入した。 
そのまま使用すると火災や感電の原因となります 

 

分解・改造は厳禁。カバーは絶対に開けない 
 ■火災や感電の原因となります。 ■修理・調整は販売店にご依頼ください。 

 
保護接地用端子です。大地アースに接続してください。 

 
アース端子のある負荷に対して接続してください。 

 直流（DC）を表します。 

 交流（AC）を表します。 

 直流及び交流の両方を表します。 

 
3 相交流を表します 
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ご注意
 

１．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

２．本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

３．本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載もれなど 

  お気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

４．運用した結果の影響について、２．項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承ください。 

 

安全にお使いいただくために 
本機は、入力電源 AC90V ～ 250V 単相を使用する直流電子負荷装置です。 

使用方法を誤ると、死亡、感電、けがなどする恐れがあり、また火災が起こる可能性があります。 

使用する前に本書をよくお読みになり、操作を理解した上で、お使いください。また、本機は電気 

の安全に関する知識のある専門家、またはその指導の下でご使用ください。 

電源を入れる前に、本書をお読みになり、設置場所および使用環境が適切かご確認ください。 

また、異常が発生した場合は、直ちに電源を切り高砂製作所にご連絡ください。 

 

ご注意
 

ラジオ・テレビ等の受信機の近くでご使用になると、受信障害を与えることがあります。 

本機は、医療関連、原子力関連など人命に関わる設備としての使用を想定していません。 

 

ご注意
 

前面パネルの負荷端子の最大電流は 80A です。それ以上の電流を流すと、接続部が 

発熱して変形や焼損の原因になります。 

 

輸出について 
この製品を、国外へ持ち出し、また輸出をされる場合には、事前に当社営業部にご相談ください。
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本機について 

 

本機の特徴 
 

FK-3-2000-LB は、FK-3 シリーズ電子負荷装置の負荷電力、負荷電流を増大するための 

負荷ブースターです。 

FK-3 シリーズであれば機種に関係なく合計 11 台(21kW 以下)まで並列接続でき、負荷電流を容易に 

増加できます。 

※FK-3-LZ シリーズとの混在はできません。 

 

《 特 長 》 

本装置には以下のような機能があります。 

 

●広い使用電圧 

1.5V～150V の範囲で定格負荷が得られます。 

 

●増設が容易 

並列運転用の制御信号ラインは、フラットケーブルで簡単に接続することができます。  

マスター機にシステム全体の設定電流値、設定抵抗値などが表示され、合計電流、合計電力も表示  

されますのでコントロールが容易です。 
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各部の名称とはたらき 
 図１－１～図１－２にフロントパネル、リアパネルを示します。 

 
 

位置 名称 機能 

① 

『P-ON』 

動作電源 

ON-OFF 表示ランプ 

動作電源の状態を表示するランプです。 

動作電源ＯＮのとき点灯します。（緑色..LED） 

マスター機の動作電源スイッチに連動し、ブースター機が動作電源ＯＮに 

なります。 

② 
『ALM』 

ALM 表示ランプ 

本機の保護機能（過温度、過電流）が動作したときに点灯します。 

ＡＬＭになるとランプが〈赤色〉に点灯します。 

③ 
『LOAD』 

負荷..ON-OFF 表示ランプ 

負荷電流の..ON-OFF を表示するランプです。 

ランプは負荷ＯＮのとき点灯します。（緑色..LED） 

マスター機の負荷..ON-OFF と連動しています。 

④ 冷却用空気取り入れ口 本機の内部を冷やすための空気取り入れ口です。 
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位置 名称 機能 

⑤ 

『LINE INPUT』  

動作電源用 

入力コネクタ 

本機の動作電源を接続するインレットコネクタです。 

付属の入力電源ケーブルを接続します。 

動作電源の公称電圧は背面パネルに表示されています。 

⑥ 

並列運転制御(入力)  

コネクタ 

（M/S CONTROL IN) 

並列接続時に、マスター機からの制御信号を入力するためのコネクタです。 

⑦ 

並列運転制御(出力)  

コネクタ 

（M/S CONTROL OUT) 

並列接続時に、次のブースター機に制御信号を出力するためのコネクタ 

です。 

⑧ 
『LOAD INPUT』  

負荷端子 

直流電圧の入力端子です。測定対象となる直流電源や電池などと 

接続します。 

⑨ ファンモータ 
本機の内部を冷却するためのファンモータです。  

負荷電力に応じて回転数が変わります。 
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準備と接続 

付属品の確認 
 

梱包を解いたら、以下の付属品が揃っていることをご確認ください。 

また、本体の外観にへこみ、割れなどの異常がないことをご確認ください。 

 

 

①本体 ····························································· 1台 

 

②入力電源ケーブル (AC125V 定格品) ································  1本 

 

③3P-2P 変換アダプタ (AC125V 定格品) ······························· 1個 

 

④並列接続用フラットケーブル（長さ 600mm） ·························· 1 本 

 

⑤取扱説明書 ······················································· 1 冊 

 

 

！ 注意
 

 
注意 

本機に付属している入力電源ケーブルの 3P プラグは、AC125V 定格の NEMA タイプです。 

他の入力電圧で使用する場合は、別途オプションの入力電源ケーブルをご購入ください。 

詳しくは、弊社営業本部にお問い合わせください。 
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設置場所 

 本機を安全にお使いいただくために、次の注意事項をお守りください。 

 

警告
 

 
禁止 

雨や水のかかる場所では使用しないでください。 

 
禁止 

可燃性ガスの発生する場所には設置しないでください。 

 
禁止 

前面の空気取り入れ口、および背面の放熱穴 (FAN モーター部 ) には、金属製のピン、 

線材、ビスなどを入れないでください。感電、火災の危険が生じます。 

 

 

 

注意
 

 
禁止 

 

本機は固定した場所で使用するように設計されています。振動のある場所では使用し 

ないでください。 

 

 
必ず行う 

周周囲温度 0 ～ 40℃、湿度 20 ～ 80%RH、凍結、結露、腐食性ガスのない室内でご使用ください。 

なお、高温下では寿命が短くなりますのでご注意ください。 

 
禁止 

本機はファンモーターによる強制空冷を採用していますので、前面の空気取り入れ口 

と、背面のファンモーター部分をふさがないでください。 

ラックに取り付ける場合は、ラック背面にベンチレーションパネルなどを取り付け、 

排気がラック内にこもらないようにしてください。 

 
禁止 

ラジオ等、受信機のごく近くで使用すると、受信機が妨害を受けることがあります。 

* 住宅地域またはその隣接した地域において使用されるべき装置 
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動作電源(入力)の接続 
  

 

①本体背面の動作電源入力コネクタ (AC INPUT) に付属の入力電源ケーブルを接続します。 

 

②入力電源ケーブルを、電源コンセント ( 接地付き 3P) に差し込みます。 

 

③3P-2P 変換アダプタを使用する場合は、緑色のコードを接地します。 

 

 

 

！ 警告
 

 

必ず行う 

安全のため、必ず接地してください。 

本機は EMI( 電磁妨害 ) を防ぐためノイズフィルターを内蔵しています。 

このため、わずかな漏れ電流があり、接地せずに使用すると感電する恐れがあります。 

漏れ電流は、AC250V・60Hz にて 1mA 以下です。 

 

必ず行う 

3P-2P 変換アダプタを使用する場合は、緑色のコードを接地してください。 
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！ 注意
 

 

必ず行う 

 

必ず行う 

 

注意 

 

禁止 

入力電源は AC90V ～ 250V、50/60Hz でご使用ください。 

 

公称電源電圧は背面パネルに表示されています。 

最大消費電力が供給可能な電源に接続してください。 

 

本機に付属している入力電源ケーブルの 3P プラグは、AC125V 定格の NEMA タイプです。 

他の入力電圧で使用する場合は、別途オプションの入力電源ケーブルをご購入ください。 

詳しくは、弊社営業本部にお問い合わせください。 

 

付属の入力電源ケーブルは他の製品に使用しないでください。 
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負荷端子の接続 
 

本機と直流電源とは、次のように接続します。 

！ 注意
 

 

注意 

必ず行う 

本機は直流専用です。交流電源に接続すると故障の原因になります。 

 

注意 

直流電源と本機の極性を間違えないように接続してください。本機には逆接続保護用の速断ヒューズが 

内蔵されていますが、条件によっては故障の原因になります ( 高電圧、大容量電池の逆接続により、 

ヒューズ断より早く内部回路が破損する場合など )。 

 

①配線材に圧着端子を取り付けます。（Ｍ１２用圧着端子） 

②本機の負荷端子に取り付けられている付属のボルトを取り外します。 

③圧着端子を本機の負荷端子に取り付け、付属のボルトでしっかりと締め付けます。 

 

！ 注意
 

 

必ず行う 

配線材には圧着端子を取付け、しっかりと締め付けてください。締め付けがゆるいと、接続部が 

発熱して変形、焼損の原因になります。 
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！ 注意
 

 

必ず行う 

 

必ず行う 

 

必ず行う 

感電防止のため、必ず負荷端子カバーを取り付けてください。 

 

 

配線材は負荷電流に対して十分な断面積のものを使用して下さい。 

線材が細いと所定の性能が得られない他、発熱して変形、焼損の原因になります。 

 

配線材の選定は付録「負荷電流対推奨導体面積」(P. 

26)を参照してください。 
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負荷の配線（並列接続） 
 

並列運転システムの合計電流、合計抵抗値などをマスター機 1 台でコントロールする 

ことができます。計測値も合計値がマスター機に表示されます。 

FK-3 シリーズ※であれば機種に関係なく合計 11 台（21ｋＷ以下）まで並列接続でき、負荷電流を容易に 

増加できます。 

※FK-3-LZ シリーズとの混在はできません。 

 

本機と直流電源とは、下図のように接続します。 

 

 

 

各 FK-3 シリーズから直流電源までの配線、および FK-3 マスター機からブースター機までの配線は、 

最短になるように配線します。 

特にダイナミック動作で高速の電流変化を得たい場合は、配線のインダクタンスが最小となるように配線します。 

また、負荷電流が変化する瞬間に配線インダクタンスに発生する電圧により、負荷電圧が本機の 

最大動作電圧を超えないように注意してください。 

並列接続用ケーブルはマスター機の M/S CONTROL OUT に接続します。ケーブルの反対側を 

ブースター機の M/S CONTROL IN に接続します。 

3 台目を接続する場合は、2 台目の M/S CONTROL. OUT にケーブルを接続し、反対側を 3 台目 

の M/S CONTROL IN に接続します。4 台目以降を接続する場合も、同様に接続してください。 

 

FK-3シリーズ 

FK-3-2000-LB 
FK-3 ﾏｽﾀｰ機～ﾌﾞｰｽﾀｰ機間は最短で配線する 
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保証期間 
 

納入品の保証期間は、納入から 1 年間といたします。この期間中に当社の責任による、製造上および 

部品の劣化による故障を生じた場合は、無償修理を行います。ただし天災、取扱いの誤り等による故障、 

および当社外において改造などが行われた製品の修理は有償となります。 

  

保守サービスについて 
 

納入後 2 年目以降は有償となります。 

随時保守サービスは行っており、その都度料金を申し受けます。 

修理・保守受付専用ダイヤル

平日９：００－１２：００ １３：００－１７：００

フリーダイヤル

0120-963-213

携帯からは 0235-25-9783

 

 

●ご連絡の際のお願い 

修理をご依頼の際は本体製造番号（製品底面 12 桁数字））を合わせてご連絡願います。 
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日常の保守と点検 
 

   いつまでも初期の性能を保ち、さらに不測の事故を未然に防ぐために、一定期間ごとに点検をお願いします。 

特に、エアーフィルターはほこりがつきやすいので、汚れがひどくなる前に清掃してください。 

 

    

 

  

 

 

 

 

●エアーフィルターの清掃 

 

① 入力電源ケーブルを、本体背面の動作電源入力コネクタ（AC INPUT）から抜きます。 

② 本体前面のルーバー下部にあるレバーを押し上げてロックを外し、ルーバー全体を上に 

   押し上げて取り外します。 

 

 

③ エアーガンや電気掃除機を使用してほこりを取り除きます。 

 

  

 

本機の内部には高電圧を発生する部分があり、誤って触れますと感電する危険があります。 

弊社の係員または弊社の指定するサービスマン以外の方は、本機のカバーを外したり、 

分解したりしないでください。 
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④ ルーバー上部を本体に引っかけてから、ルーバー下部にあるレバーを本体にはめ込んでロックします。 

パチンと音がしてレバーがロックされたことを確認してください。 

 

・エアーフィルターの汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄めた水で水洗いし、乾燥させた後 

取り付けてください。 

 

 

●パネル面の清掃 

水で薄めた中性洗剤を布につけて軽くふき取り、その後からぶきしてください。 

シンナー、ベンジンなどの溶剤は使用しないでください。 

 

●ケーブル、端子台の点検 

入力ケーブルのキズ、入力端子台、出力端子台のヒビ割れ、破損などがないことを点検してください。 

 

●ヒューズの溶断について 

ヒューズの溶断は故障であり、修理の必要があります。お客様ご自身による交換はしないでください。 
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ファンモーターの交換 
 

ファンモーターの寿命は定格出力電力で使用時、周囲温度 25℃にて約 60,000 時間です。風量が 

低下したときは、ゴミやほこりがつまっている場合がありますので、まずエアーフィルターの清掃を 

行ってください。 

清掃をしても風量が少ない、異常音がするなどの場合はファンモーターの交換が必要です。 

 

・新しいファンモーターのご購入先については、当社営業部にご相談ください。 

  

① 本機の入力電源ケーブルを、本体背面の動作電源入力コネクタ（AC INPUT）から抜きます。 

 

② 内部電圧が低下するまで 3 分間以上待ちます。 

 

③ 本体前面のルーバー下部にあるレバーを押し上げてロックを外し、ルーバー全体を上に押し上げて  

  取り外します。（図３－１参照） 

 

④ 本体前面のカバーについているＭ3 ビス 2 本と、ＬＥＤ基板上のコネクタを外し、  

  前面カバーを取り外します。（図３－２参照） 

 

⑤ ファンモーターを取り付けているＭ3 ビス 4 本を外し、ファンモーターを引き出します。（図３－３参照） 

 

⑥ ファンモーター駆動用の配線を外します。（図３－３参照） 

 

 

⑦ 新しいファンモーター（コネクタ取り付け済み）のコネクタを接続します。 

 

⑧ 駆動用の配線がファンモーターと背面パネルの間にはさまれないように注意しながら、ファンモーターを 

  取り付け、M3 ビス 4 本を締めます。 

 

⑨ 取り外した本体前面のカバーをもとに戻します。 

 

⑩ 取り外したＬＥＤ基板上のコネクタを差し込みます。 

 

  

・ 駆動用の配線はコネクタ（黒色）で接続され、プリント基板上のコネクタに差し込まれています。 
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⑪ 取り外した本体前面のルーバーをもとに戻します。 

 

⑫ 本体背面の動作電源入力コネクタ（AC INPUT）に付属の入力電源ケーブルを接続します。 

 

⑬ 本機の電源を ON にし、ファンモーターの回転を確認します。  
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●本体背面のファンモーター交換 

 

①本機の入力電源ケーブルを、本体背面の動作電源入力コネクタ(AC INPUT)から抜きます。 

 

②内部電圧が低下するまで 3 分間以上待ちます。 

 

③本体背面のカバーについているＭ3 ビス 3 本を外します。（図 3-4 参照） 

 

④ファンモーターを取り付けているＭ3 ビス 4 本を外し、ファンモーターを引き出します。（図 3-5 参照） 

 

⑤ファンモーター駆動用の配線を外します。（図 3-5 参照） 

※駆動用の配線はコネクタ（黒色）で接続され、プリント基板上のコネクタに差し込まれています。 

 

⑥新しいファンモーター（コネクタ取り付け済み）のコネクタを接続します。 

 

⑦駆動用の配線がファンモーターと背面パネルの間にはさまれないように注意しながら、ファンモーターを 

取り付け、M3 ビス 4 本を締めます。 

 

⑧取り外した本体背面のカバーを取り付けます。 

 

⑨本体背面の動作電源入力コネクタ(AC INPUT)に付属の入力電源ケーブルを接続します。 

 

⑩本機の電源をＯＮにし、ファンモーターの回転を確認します。 
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部品寿命について 
 

本機には有寿命部品を使用しております。 

ご使用条件により差がありますが、一般的な部品寿命は次の表を参考にしてください。 

長くご使用いただくためには、5 年、10 年を目安にオーバーホールすることをお勧めします。 

 

 

 

 

  

  

・ 高温多湿、塵埃、油脂、腐食性ガス等が発生する設置環境では、部品の寿命が著しく短く 

なりますのでご注意ください。 



仕様 

                                                                                  

23 
 

 

仕様 
 

負荷条件 

動作電圧※1 1.5 ～ 150V 

最大電流 0 ～ 400A 

最大負荷電力 2000W 

絶対最大電圧※2 200V 

※1：  1.5V 以上で最大電流動作、1.5V 未満では最大電流は電圧に比例して低下します。（FK-3-2000LB 動作領域参照） 

※2：  本機の負荷端子に加えることのできる最大電圧です。この値を超えて電圧がかかった場合、故障の原因となりますので 

ご注意ください。    

動作電源 

動作電源 AC90 ～ 250Vrms   50/60Hz 

消費電力 

 

VA 230VA 以下 

W 120W 以下 

 

定電流特性（CC モード） 

定格可変範囲 
L レンジ 0 ～ 40A 

H レンジ 0 ～ 400A 

可変範囲 
L レンジ 0 ～ 40.8A 

H レンジ 0 ～ 408A 

安定度（負荷電圧変動）※3 40mA 

リップル（実効値）※4 40mAr.m.s 

ノイズ（P-P 値）※5 400mAp-p 

※3：  動作電圧の 1.5V～150V の範囲に対する値です。 

※4：  20Hz～1MHz の実効値です（動作電源 定格 AC100V/AC200V 時）。 

※5：  20Hz～20MHz のピーク-ピーク値を表します（動作電源 定格 AC100V/AC200V 時）。
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保護機能 
 

過電流保護（OCP） 最大使用電流の 110％で動作。負荷電流を OFF。 

過温度保護（OHP） 放熱器温度 95℃以上にて動作。負荷電流を OFF。 

絶縁抵抗・耐電圧 

絶縁抵抗 
DC500V メガーにて 20MΩ以上 
1 次－負荷端子、1 次－シャーシ 各間、負荷端子－シャーシ間 

耐電圧 
1 次－シャーシ間：AC1500V 1 分間 
1 次－負荷端子間：AC1500V 1 分間 

フローティング電圧 負荷端子－シャーシ間：DC500V 1 分間 

冷却 

冷却方式 電力感応型ファンモーターによる強制空冷 

 

動作環境 

周囲温度 
動作 0～40℃ 

保存 ‐20℃から 70℃※21 

湿度 
動作 20～80％RH 

保存 20～80％RH※21 

その他 凍結、結露、腐食性ガスのないこと 

※21： 保存温度、湿度を超える環境で保管された場合、故障する可能性がありますので仕様範囲内で保管してください 
 

寸法・重量 

外形寸法（mm）※6 
W ：429.5 (435.9) 
H ： 147 (167) 

D ： 550 (611.5) 

質量（約） 25kg 

※6 ： （  ） は突起を含む最大寸法 

負荷端子 

負荷端子 
バー端子 

M12×30mm ボルト 

付属品 

付属品 
入力電源ケーブル（AC125V 定格品）、3P-2P 変換アダプタ（AC125V 定格品）、 
並列接続用フラットケーブル(600mm)、負荷端子接続用ビス、ダミーコネクタ、 
取扱説明書 
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付録  

外観寸法図 
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負荷電流対推奨導体面積 
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FK-3-2000LB 動作領域 
 

本機の動作領域は下図に示す、最大動作電圧、最大負荷電流、最大負荷電力の３本の線の内側 

になります。（1 台あたり） 
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